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人権男女共同参画係 

 ℡：０４６－２３５－４５６８【直通】 

海老名駅東口で、『家族（男性）が１日１時間以上家

事や育児をしている？』『「ワーク・ライフ・バランス」

の言葉の意味を知っている？』をテーマにアンケートを

行いました。 

アンケートは男女共同参画推進員と市職員で実施し、

両テーマとも100人に回答していただきました。 

☞アンケート結果は、次頁で紹介します！ 

今号では、６月２３日～２９日の男女共同参画週

間中に市と男女共同参画推進員が共同で行った事

業を中心にご紹介します。



＊市のＨＰ（http://www.city.ebina.kanagawa.jp）から「はばたき」検索でも、ご覧になれます。 

Ｑ家族（男性）が１日１時間以上家事や育児をしている？

【回答状況】 

NO 52％ YES 48％

男性の家事・育児平均時間 

内閣府の調査では、６歳未満の子どもがいる

男性の１日当たりの家事・育児時間は、平均で

１時間７分とされています。 

下図のように、欧米諸国の家事・育児時間と

比べて半分以下の時間となっています。

「男女共同参画の実現をめ

ざして 平成 26年版データ」
引用（内閣府作成）☞

「家事・育児時間」について、一昔前だった

ら「男が台所に立つなんてとんでもない」と返

事が返って来ましたが、現在ではほぼ半数の男

性が育児をし、台所に立つようになったようで

す。

 また、「ワーク・ライフ・バランス」について

は、約３割の方が理解しているようでしたが、

まだまだ認知度が低いようです。業務効率化な

どにより、ワーク・ライフ・バランスが実現す

ると、男女共に働きやすい職場環境になります。

カジダン・イクメンの普及、ワーク・ライフ・

バランスの認知度アップには、今回のような啓

発が効果的だと肌で感じました。 推進員 都築

ワーク・ライフ・バランスとは 

誰もが仕事、家庭、趣味などの時間を自ら希

望するバランスで過ごすことができる状態の

ことです。 

 ワーク・ライフ・バランスには、「私生活が

充実すると仕事がうまく進む」、「仕事がうまく

進むと私生活が充実する」といった相乗効果が

あると言われています。 

Ｑ「ワーク・ライフ・バランス」の言葉の意味を知っている？

【回答状況】 

YES 27％

NO 73％
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ビナレッジでは、子どもたちに七夕の笹に将来の夢を書い

た短冊をさげてもらいました。

 男の子だから、女の子だからとなりたいものが決められて

しまうのはおかしいよね。自分の「なりたい！」が大事。た

くさん考えながら大きくなってね。      推進員 滝口

小学生を対象に、「かるた取り」、「かみしばい」を

行いました。

 かるたやかみしばいには、性別にとらわれずにそれ

ぞれの意思決定と行動を尊重できる社会を目指すと

いった内容が書かれています。今すぐに理解すること

は難しいかもしれませんが、今後どこかで今回の経験

を思い出してくれることを期待！   推進員 佐藤
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 高齢化の影響により、今後10年で家族を介護
しながら働かなければいけない方が倍以上に増え

るそうです。働き方を工夫し、長時間労働が改善

されれば、男女共に働きやすい職場になり、男性

が家庭で過ごす時間が増え、女性の就労が促進さ

れます。ワーク・ライフ・バランスが市全体に拡

がってほしいです。        推進員 鮎沢
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▼応募部門  ①カジダン部門（家事を楽しむ男性）、②イクメン部門（育児を楽しむ父親）、 

③イクジイ部門（孫世代の育児を楽しむおじいちゃん） 

▼応募条件  ①市内在住・在勤・在学または、市内写真サークルに所属している方。 

       ②家族を撮影した作品であること。 

③著作権は市に帰属し、被写体に写真展への展示・市の啓発紙等への掲載の了承を

得ていること（※表彰作品は、市の啓発紙等に活用します）。 

④未発表の１年以内に撮影した作品であること。 

▼応募方法    ２Ｌ判に印刷した作品と応募用紙裏面の必要事項（市ホームページからダウンロー

ド可）を記入し、〒243-0492 海老名市勝瀬 175-1 市民活動推進課まで郵送または 

持参してください。１人１部門につき１作品まで応募できます。 

▼応募締切  平成 27年 11 月 18 日（水） 

▼表  彰  部門ごとに表彰を行います。表彰者には賞品を進呈します。 

※表彰式は 2月下旬に開催 

▼主  催  海老名市 

市では、「我が家自慢のカジダン」、「我

こそはイクメン」など、家事や育児を楽し

んでいるお父さん・おじいちゃんの写真を

募集しています。 

応募作品は、１月・２月・３月に開催す

る「カジダン・イクメン・イクジイ写真展」

で展示するほか、カジダン部門・イクメン

部門・イクジイ部門ごとに表彰を行いま

す。 

平成24年度

応募作品 

家事も育児も 

家族でシェア 

しよう！ 

「マタハラ」とは、マタニティ・ハラスメントの略称で、働いている女性が妊娠・出産を理由

に解雇されたり、精神的・肉体的な嫌がらせを受けたりすることです。 

内閣府の資料では、妊娠や出産を機に約６割の女性が退職しているとされています。仕事を続

けたくても辞めざるをえない女性を減らすため、安心して働くことができる職場づくりが求めら

れています。 


